

















































左3 観測現場での望遠鏡全景。右3 カメラ制御 など。
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というアルゴリズムを用いてループ構造を強調したものです。ループを強調することによ
り、温度の異なる輝線間でループの配置に違いがあるかを明らかにすることができます。
この点については、年の解析と同様、万度と 万度のループ構造の間に際だっ
た排他性 
同じ場所を避ける傾向が見られました。
近年の太陽:線衛星「ようこう」の活躍によって、活動領域の上空に 万度以上の
かなりの量の高温プラズマが定常的に存在しているのではないか、という可能性が指摘さ
れています。ところがこれまでの伝統的な日食観測では、フレアなどの活発な活動がなけ
れば、万度の温度成分を代表する 	 +のコロナ輝線は検出されてきませんでし
た。今回のを用いた高精度観測によって、ごく普通の活動領域上空に今まで見えな
かった 万度のプラズマを検出できるかどうかを試すのがもう一つの目標でした。これ
について調べるために、図の 
と 
!、または 
>と 
4を比較してみると、両者の構造
は大変類似していることがわかります。これは、	 +で見えている構造の殆どが、波
長選択フィルタを透過してきた連続光成分による寄与であることを意味しています。これ
は 年の解析と同じ結果であり、活動領域上空の定常高温成分の存在については、今
のところ否定的です。

図3 年月日の皆既日食時の北西 '$のコロナ。
"5
!は、それぞれ波長 	 +@
+@ 	 +と連続光による強度分布。
)5
4は、ループ構造をアルゴリズ
ムを用いて強調したもの。
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